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合川ふるさとまつり・合川まと火／木浦共生園一行表敬訪問北秋田市と秋田大学医学部附属病院との連携に関する覚書調印式／市長ダイアリー

　
韓
国
木
浦
市
に
あ
る
児
童
養
護
施
設

「
木
浦
共
生
園
」
の
一
行
13
人
が
、
７
月

24
日
に
市
役
所
を
表
敬
訪
問
し
、
虻
川
副

市
長
と
懇
談
し
ま
し
た
。

　
木
浦
共
生
園
と
は
、
平
成
16
年
に
児
童

養
護
施
設
陽
清
学
園
（
畠
山
悦
美
園
長
・

七
日
市
）
の
児
童
が
同
園
を
訪
問
し
た
の

を
契
機
に
交
流
が
始
ま
り
、
17
年
に
は
秋

田
北
・
日
韓
交
流
協
会
（
吉
岡
興
会
長
）

が
設
立
さ
れ
、
毎
年
交
互
に
訪
問
し
合
い

な
が
ら
、
日
韓
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
木
浦
共
生
園
が
陽
清
学
園
を

訪
問
。
鄭
愛
羅
園
長
は
じ
め
、
小
学
５
年

生
か
ら
大
学
３
年
生
の
児
童
・
生
徒
10
人

と
職
員
２
人
が
３
泊
４
日
の
日
程
で
来
日

し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
表
敬
訪
問
で
は
、
は
じ
め
に
、

生
徒
一
人
一
人
が
日
本
語
で
「
将
来
の
夢

は
社
会
福
祉
士
に
な
る
こ
と
。
日
本
で
た

く
さ
ん
友
だ
ち
を
作
り
た
い
」
な
ど
と
将

来
の
夢
や
日
本
の
印
象
を
交
え
な
が
ら
自

己
紹
介
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、虻
川
副
市
長
が「
皆
さ
ん
に
は
、

北
秋
田
市
の
豊
か
な
自
然
や
お
い
し
い
食

べ
物
、
日
本
文
化
に
触
れ
て
、
そ
の
魅
力

を
帰
国
し
た
あ
と
に
、
周
り
の
人
た
ち
に

伝
え
て
ほ
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
両
園
が

強
い
絆
で
交
流
を
続
け
て
、
日
本
と
韓
国

の
懸
け
橋
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」
な
ど

と
一
行
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
鄭
園
長
は
「
昨
日
、
北

秋
田
市
に
到
着
し
て
あ
た
た
か
い
歓
迎
を

受
け
た
。
こ
の
交
流
が
末
永
く
続
く
よ
う

皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
な
ど

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
虻
川
副
市
長
か
ら
訪
問
の

記
念
に
「
北
あ
き
た
バ
タ
ー
餅
」
な
ど
が

贈
呈
さ
れ
た
ほ
か
、
虻
川
副
市
長
と
石
川

総
務
部
長
が
生
徒
か
ら
の
質
問
に
答
え
る

か
た
ち
で
、
米
の
あ
き
た
こ
ま
ち
や
北
秋

田
市
の
除
雪
状
況
、
福
祉
予
算
な
ど
を
話

題
に
懇
談
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
高
度
医
療
連
携
事
業
に
関
す

る
北
秋
田
市
と
国
立
大
学
法
人
秋
田
大
学

医
学
部
附
属
病
院
と
の
連
携
に
関
す
る
覚

書
の
調
印
式
が
、
７
月
21
日
に
秋
田
大
学

医
学
部
で
行
わ
れ
、
津
谷
市
長
と
羽
渕
友

則
病
院
長
が
、
北
秋
田
市
民
病
院
を
受
診

し
た
が
ん
患
者
に
最
新
の
医
療
技
術
を
提

供
す
る
な
ど
の
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
覚
書
は
、
平
成
21
年
に
北
秋
田
市

長
と
秋
田
大
学
長
が
締
結
し
た
「
北
秋
田

市
と
国
立
大
学
法
人
秋
田
大
学
と
の
連
携

に
関
す
る
協
定
書
」
に
基
づ
き
、
北
秋
田

市
民
が
良
質
で
高
度
な
医
療
を
受
け
る
機

会
を
拡
大
す
る
た
め
、
北
秋
田
市
高
度
医

療
連
携
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
連
携

協
力
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的
に
締

結
す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
連
携
は
、
県
内
で
唯
一
内
視
鏡

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
」
を

使
っ
た
食
道
が
ん
手
術
が
で
き
る
、
同
大

学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
の
本
山
悟
教
授

が
北
秋
田
市
民
病
院
の
診
療
応
援
を
行
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
同
大
学
病
院
と
の

橋
渡
し
役
と
な
っ
て
覚
書
の
締
結
が
実
現

し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
の
調
印
式
で
は
、
津
谷
市
長
と

羽
渕
病
院
長
が
覚
書
に
調
印
し
た
あ
と
、

津
谷
市
長
が
「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
手
術
な
ど
の

先
進
的
で
高
度
な
医
療
が
提
供
さ
れ
る
こ

と
で
、
多
く
の
市
民
の
安
心
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
秋
田
大
学
病
院
と
、

連
携
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
う

れ
し
く
思
っ
て
い
る
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
、
羽
渕
病
院
長
が
「
ダ
ヴ
ィ
ン

チ
手
術
は
、
県
内
で
は
秋
田
大
学
で
し
か

受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
し
か
も
保
険
診

療
で
は
な
い
た
め
、
高
額
な
私
費
で
提
供

し
て
い
る
の
が
現
状
。
北
秋
田
市
の
サ

ポ
ー
ト
に
よ
り
手
術
の
実
績
を
積
む
こ
と

で
、
将
来
、
保
険
診
療
に
な
れ
ば
、
秋
田

県
の
全
員
が
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
」
な
ど

と
連
携
の
効
果
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

北
秋
田
市
と
秋
田
大
学
医
学
部
附
属
病
院
と
の
連
携
に
関
す
る
覚
書
調
印
式

市
民
の
安
心
に
つ
な
が
る
高
度
医
療
を

韓
国
の
木
浦
共
生
園
一
行
表
敬
訪
問

日
韓
交
流
の
懸
け
橋
に

▲調印後に握手を交わす津谷市長と羽渕
病院長

▲一人一人日本語で自己紹介する生徒たち

◇
７
月
16
日
〜
８
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

７
月
19
日（
水
）

20
日（
木
）

21
日（
金
）

22
日（
土
）

23
日（
日
）

26
日（
水
）

27
日（
木
）

28
日（
金
）

30
日（
日
）

８
月
1
日（
火
）

２
日（
水
）

３
日（
木
）

４
日（
金
）

５
日（
土
）

７
日（
月
）

８
日（
火
）

９
日（
水
）

10
日（
木
）

14
日（
月
）

15
日（
火
） ▽

合
川
地
区
自
治
会
長
会
議（
合
川
庁
舎
）▽
Ａ
Ｌ
Ｔ
退
任
あ
い
さ
つ

（
本
庁
舎
）▽
鷹
巣
南
小
学
校
第
45
回
交
通
安
全
子
供
自
転
車
秋
田
県

大
会
優
勝
報
告（
本
庁
舎
）

▽
省
庁
要
望
活
動（
東
京
都
）

▽
秋
田
大
学
連
携
覚
書
調
印
式
・
共
同
記
者
会
見（
秋
田
市
）▽
秋
田

県
議
会
世
界
遺
産
登
録
推
進
議
員
連
盟
懇
親
会（
鹿
角
市
）

▽
北
秋
田
市
地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト（
交
流
セ
ン
タ
ー
）▽
Ｆ
Ｍ
秋
田

公
開
録
音「
新
山
詩
織
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
in
北
秋
田
」（
交
流
セ
ン

タ
ー
）

▽
松
ヶ
丘
自
治
会
30
周
年
記
念
式
典（
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
あ
い
か
わ
）

▽
地
域
献
血
Ｐ
Ｒ
活
動（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）▽
第
67
回
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動（
文
化
会
館
）▽
第
33
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会

出
場
報
告（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
消
防
本
部
小
坂
重
人
合
川
分
署

長・
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
大
会
優
勝
報
告（
本
庁
舎
）

▽
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
正
副
管
理
者
会
議
・
7
月
定
例
会

（
米
代
流
域
衛
生
セ
ン
タ
ー
）

▽
北
秋
田
警
察
署
落
成
式（
同
所
）

▽
秋
田
県
消
防
協
会
大
館
北
秋
田
支
部
消
防
訓
練
大
会（
合
川
市
民
健
康
広
場
）

▽
結
核
予
防
運
動
婦
人
会
表
敬
訪
問（
本
庁
舎
）▽
市
長
と
語
ろ
う
！

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ《
阿
仁
》（
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
）

▽
第
２
回
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合
定
例
会（
森

吉
庁
舎
）▽
市
長
と
語
ろ
う
！
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ《
合
川
》（
合
川

公
民
館
）

▽
県
道
矢
坂
糠
沢
線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会 

理
事
会
・
総
会（
ホ
テ

ル
松
鶴
）▽
市
長
と
語
ろ
う
！
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ《
森
吉
》（
森
吉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）

▽
市
長
と
語
ろ
う
！
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ《
鷹
巣
》（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

▽
第
31
回
森
吉
山
麓
た
な
ば
た
火
ま
つ
り（
阿
仁
前
田
河
川
公
園
）

▽
北
秋
田
市
議
会
第
２
回
臨
時
会（
議
事
堂
）

▽
Ｆ
Ｍ
秋
田「
キ
ャ
ッ
チ・ザ・タ
ウ
ン
」出
演（
秋
田
市
）

▽
秋
田
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
臨
時
会（
秋
田
市
）

▽
第
37
回
合
川
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
・
第
46
回
合
川
ま
と
火（
合
川
市

民
健
康
広
場
）

▽
平
成
29
年
度
成
人
式（
文
化
会
館
）▽
第
61
回
市
民
盆
踊
り
大
会

（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

も
っ
ぽ
し

チ
ョ
ン
エ
ラ

第
37
回
合
川
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
・
第
46
回
合
川
ま
と
火

夜
空
を
彩
る
幻
想
的
な
炎
で
先
祖
を
供
養

　
第
37
回
合
川
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
・
第
46

回
合
川
ま
と
火（
金
森
勝
三
実
行
委
員
長
）

が
、
８
月
14
日
に
合
川
市
民
健
康
広
場
と

合
川
橋
付
近
で
開
催
さ
れ
、
市
民
や
帰
省

客
な
ど
が
郷
土
芸
能
や
伝
統
行
事
で
ゆ
く

夏
の
夜
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
合
川
ま
と
火
は
、
小
阿
仁
川
水
系
の
各

集
落
で
行
わ
れ
た
彼
岸
行
事
「
万
灯
火
」

を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
昭
和
47
年
に
始

ま
っ
た
も
の
で
す
。
そ
の
後
、
郷
土
芸
能

な
ど
を
披
露
す
る
合
川
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

も
加
わ
り
、
合
川
地
区
の
夏
の
風
物
詩
と

し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　
合
川
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
は
、
ゆ
る
キ
ャ

ラ
集
合
で
開
幕
。
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
の

演
奏
と
呼
び
太
鼓
に
続
き
、
婦
人
会
と
合

川
中
学
校
女
子
生
徒
に
よ
る
華
麗
な
踊
り

「
通
り
踊
り
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
金
森
実
行
委

員
長
が
「
過
疎
化
で
人
数
が
減
少
し
て
き

て
い
る
中
、
皆
さ
ん
が
力
を
合
わ
せ
て
行

事
を
開
催
で
き
る
こ
と
を
頼
も
し
く
思
っ

て
い
る
。
最
後
ま
で
有
意
義
に
楽
し
ん
で

ほ
し
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
来
賓
を
代
表
し
て
津
谷
市
長

が
「
今
年
も
東
京
都
国
立
市
で
開
催
さ
れ

た
「
国
立
ま
と
火
」
に
合
川
ま
と
火
保
存

会
な
ど
関
係
者
が
参
加
し
、
大
変
喜
ば
れ

た
。
旧
合
川
町
時
代
か
ら
続
い
て
い
る
国

立
市
と
の
交
流
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
な

ど
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
ま
と
火
の
点
火
式
に
続
き
、

合
川
橋
を
挟
み
阿
仁
川
の
堤
防
約
１・
２

㎞
に
わ
た
る
「
車
ま
と
火
」
や
「
46
回
合

川
マ
ト
ビ
」
の
火
文
字
が
浮
か
び
上
が
る

仕
掛
け
ま
と
火
が
、
合
川
中
学
校
の
男
子

生
徒
に
よ
っ
て
次
々
に
灯
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
ま
と
火
の
対
岸
の
河
川
敷
で

合
川
太
鼓
保
存
会
が
合
川
太
鼓
を
披
露
。

光
と
音
の
共
演
と
い
う
新
た
な
試
み
で
、

合
川
橋
付
近
か
ら
眺
め
る
来
場
者
た
ち
は
、

幻
想
的
な
雰
囲
気
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。

▲火文字を背にして演奏を披露する合川太
鼓保存会の会員たち

ま
と
び


